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プライマリーナーシング看護体制が定着して
きた現在では、学生と看護スタッフが、看護実
践を通して、互いに有意義な学びとなるような
調整をすることが臨床指導者の重要な役割の一
つだと考える。そのためには、それぞれの状況
を把握している大学教員と臨床指導者が、密に
話し合い連携することが必要になってくる。

受け持ち患者さんと自分の関係だけに着眼し
て、視野を狭くする学生がいるが、臨床の場に
おいては、学生も一人の患者に関わる看護者の
一員であることを認識し、自分の行っている看
護行為が、その患者に行われる援助全体のどの
部分なのか、という視点で考えさせることが必
要だと思う。また、学生が、プライマリーナー
スの看護を見たり、看護方針について話し合っ
たりすることで、互いが、個別性を重んじた看
護を実践するための考えや方法について探究す

ることができる。例えば、ある学生が、看護師
のケアを見て素晴らしいと感じ、どうすればあ
のようなケアができるのだろうかと、カンファ
レンスで教員・臨床指導者・学生と共に話し合
う。そして、臨床指導者は、その経緯を看護師
に伝える。そこで改めて、看護師も自分の看護
について考え表現する機会がもてるのである。
また、学生の作成したケアプランをスタッフに
発表して話し合うこともあるが、学生に何も意
見を言わない場合や、厳しい指摘だけに終わる
場合は、学生にとって有効な学びにはならない。
学生とスタッフが自由に意見交換できるように、
教員と臨床指導者は、双方のフォローをしてい
く必要がある。例えば、学生とスタッフのケア
に対する考え方が大きく異なった時、その考え
に至った経緯について、具体的に話し合い、学
生の看護に対する見方や考え方が広がるような

人的環境づくりを意図した指導連携の実際

渡辺春美

実習指導は、学生の看護実践能力の開発を目
的とした看護学教育の中核となる教育活動であ
る。赤十字の看護教育は古くから実践を重視し、
現場で学生を育てることは当然の責務としてき
たが、大学教育に移行しつつある現在、専門学
校での指導体制とは異なる点も多く、指導のあ
り方を模索している状況ではないだろうか。学
生が理論と実践を統合しながら看護実践能力を
身につけるためには、大学側と施設側の指導の
連携・協働が重要な鍵を握っている。今回のセ
ッションでは、実習成果を上げるための連携の
実際や問題点、今後の課題について、4名の話題
提供者から伺うことができた。

看護大学の実習を受け入れて 3年目になる臨
床指導者・渡辺春美氏には、学生と看護スタッ
フが共に意義ある学びになるような、連携の実
際について紹介して頂いた。また、大学教員・

吉田みつ子氏には、臨床指導に求められる能力
とそれを補い合うための指導の連携、組織同士
の連携のしくみづくりについて述べて頂いた。
そして、大学の実習を受け入れて1年目の看護師
長・高橋美佐子氏には、指導連携上の問題に対
する看護師長の解決行動の実際について述べて
頂いた。さらに、大学教員・唐澤由美子氏には、
教員の実習施設での研修に関する調査結果を基
に、実態を考察しながら、連携のあり方につい
て示唆を述べて頂いた。

以上のように、様々な角度から話題提供して
頂いた後、会場からは、実習記録の指導・看護
技術の実習前準備・教員間で指導経験を共同検
討する機会・看護スタッフの学生への関わりに
対するフィードバックなど、発表者への具体的
な質問や活発な意見交換がなされた。

平木民子
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学生の体験を意義ある学びとするために

吉田みつ子
臨床指導を初めて6年目になるが、実際の個

別状況の中で、指導者各々の役割やその分担を
どう考え、実習の場をつくっていけばいいのか、
試行錯誤が続いている。学生の臨床実習体験が
意義あるものとなるかどうかは、学生個々の力
のみならず、教員や臨床指導者の力、指導する
者同士の役割関係も大きく影響する。学生・患
者・教員・臨床指導者が、様々な局面で相互に
影響し合いながら展開していく実習において、
教員に求められる能力、教員と臨床指導者の連
携について考えてみたい。

実習指導には、教育の分野における能力、臨
床能力の2つが求められる。教育能力は、学生が
患者との関係の中で問題を明確化し、問題の解
決にむけてかかわれるような知的・情緒的な支
援をする力と考えることができる。一方、臨床
能力とは、看護の総合的な判断力や実践力であ
る。実際の臨床実習指導では、どちらか一方の
能力だけでは、十分ではなく、また教育能力と
臨床能力が一体となった「してみせること」や

「してみせたことの意味を学生に伝える」という
能力も求められる。

しかし、一人の指導者がバランスよく、2つの
能力を持ち合わせるのは難しく、葛藤もある。
例えば、「学生を教えること」よりも「患者のケ
アすること」を優先してしまうことがある。教
育の分野に飛び込んで日が浅い時期や、教育能
力よりも臨床能力が高い場合に起こりやすく、
ウイーデンバックは、「教師は学生に教えている
ときよりも患者をケアしているときの方が、も
っと自信をもち、自分が有能だと感じて安心し
ていられると感じる」（1972, p.16）からだと指
摘する。臨床能力が十分でない場合には、理論
的説明や解釈、学生の知的学習の支援はできる
が、「してみせる」ことができない。この点につ
いては、小玉は寺本松野について記した中で、
次のように明確に指摘している。「シスターはこ
れが看護だと、言葉になっているほどのことは
すべて、姉妹たちに自らしてみせられた。A”で
もなく、Aだというところまでを、言葉によって
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状況を作ることが重要である。
このような実習を行うためには、まずは、臨

床側が看護大学生と共に学ぶという受け入れ姿
勢を作ることが必要である。実際、大学の実習
を受け入れた当初、大学教育を受けていないス
タッフが、学生にあれこれ言うのは良くないの
ではないかという雰囲気があった。臨床指導者
の私としては、看護実践能力を向上させるとい
う課題は、大学生も専門学校生も同じなのだと
いうことをスタッフに伝えた。そして、日々の
実習のなかで、一人ひとりの学生を的確に把握
している大学教員と、患者と看護スタッフの状
況を具体的に把握している臨床指導者が、話し
合いながら、双方が有効なコミュニケーション
を図っていく必要がある。

しかし、学生が直接患者に看護技術を提供す
る場合の調整については、最近難しくなってき

たと感じる。臨地実習時間が短くなったことや、
思考力や理論的な根拠を重視するためか、学生
の技術の能力が低くなっていると感じることが
多い。学生が事前学習も練習もしてこない場合
は、看護師が実際場面で学生のフォローをして
も、患者に不安を与えてしまうので、実施させ
るわけにはいかない。あるいは逆に、少し補助す
れば、学生が実施できると思える時でも、受け
持ち看護師によっては、患者の安全面やサービ
スの質の低下を懸念して、学生に実施させたく
ないという場合もある。学生が実践能力を身に
つけるためには、できるだけ学生に実践の機会
を与えたいと思うが、そのためには、事前に確
実に準備してくることを大学側や学生には求め
たい。また、臨床側としては、患者の安全安楽
を確保しながら、学生に実践機会を与えていけ
るような人的環境づくりをしていきたいと思う。



－33－

臨床実習に関する病棟単位の打ち合わせ
（担当教員、臨床指導者、師長）

・各担当教員、師長、臨床指導者と各回ごとに実習目的、方法などについて打ち合わせを行う

図1．臨床実習に関する大学と施設の連携

臨床実習
（担当教員、実習責任者、臨床指導者、師長）

・実習中、互いに話しあいをもち、微調整を行う。
・実習後、反省会をもって学生の到達度や指導上の問題を話し合う。
・教員は実習中にも、問題があれば責任者に報告する。

臨床実習リーダー会
（臨床指導ﾘｰﾀﾞｰ、教員代表、実習連絡会議メンバー師長代表）

1）学生実習に関する問題の抽出　　　2）臨床指導者の課題の明確化

看護学実習連絡会議
（看護学領域担当教員、看護部長、副部長、師長など）

・実習の計画や結果報告　　・実習指導上の問題　　・実習指導体制について

日本赤十字看護大学 日本赤十字社医療センター

教員オリエンテーション
実習前 病棟研修

実習報告書の提出
（終了後１週間以内）

・学習目標の到達度
・指導上の問題点
・出席状況など

実習反省会
・各領域毎で実習についての振り返りをする。

教員会議

実習を語る会
（教員同士のサポートグループ）

臨床実習報告書の提出
（終了後１週間以内）

・師長・臨床指導者によるもの
・臨床指導者の関わり方
・師長の見た学生実習

臨床指導者報告会
・臨床指導リーダーの企画、指導のもと、指導

者同士で実習の振り返りをする。

実習連絡会打ち合わせ

伝えたのではなく、してみせることによって学
ばせた。……今日の学生も“してみせてほしい”
と願っているのではないだろうか。それがかな
わないのは、思い切って言う、教員ができない
からである。」（2003, p.268）

では、教育能力と臨床能力をバランスよく兼
ね備えるにはどうしたらよいか。もちろん、二
つの能力を高める個人的努力も必要であるが、
臨床指導者と教員が、互いの能力を生かし、学
生に関わることができればよいのではないか。
しかも、基本的に学生の教育に責任を持ち、学
生に近い立場にいる教員と、患者のケアに責任
を持ち、患者に近い存在の臨床指導者では、立
つ位置が異なり、見えてくるものも異なる。教
員と臨床指導者が、互いに話し合い、補い合え
る関係づくりが重要である。

教育と臨床が、互いの力を補い合うためには、

日々の実習指導の中で、教員と臨床指導者との
関係を築いていくという個別の努力だけではな
く、組織全体としてのしくみを整えることが、
病棟での実習指導を支えることになる。図1は日
本赤十字看護大学と日本赤十字社医療センター
との実習に関する連携体制を示したものである。
実習指導の手応えを、あらゆるレベルで確認す
る場を作っていくことが、連携の質を高め、学
生の学びを深める実習の場づくりにつながる。
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指導連携のための基盤づくり

高橋美佐子
高松赤十字病院は、平成1 4年度後期から日本

赤十字広島看護大学の母性看護学実習を受け入
れることとなった。当院は、専門学校の実習施
設としては長い歴史を持つが、大学教員と連携
をとりながら実習指導を行うのは初めてである。
しかも、1週間という短期間実習で、一度に1 5

人の学生を受け入れるという厳しい状況を、ど
のようにすれば満足のいく実習になるのか、大
学教員と話し合いをすることから始まった。ま
ず、大学で作成されていた母性看護学の実習目
的・目標を見て、最初の1週間の当院では、「対
象理解のためのアセスメント」の部分だけを重
点的に習得させ、その後、他院で2週間行う「受
け持ち対象への個別性のある看護」に活かすた
めの、いわば準備実習をすることになった。

実際に実習が始まってから、さまざまな問題
が見えてきた。看護師長として、どのように現
場を動かして問題解決していったかを以下に述
べてみたい。

まず、学生の朝の計画発表についての調整を
図った。スタッフ全員に向けて、全員の学生が
計画を発表するというのは、時間がかかるし、
効率が悪い。このような状況を見てとり、計画
発表する時間や内容、発表する相手を、現場の
状況や流れに沿うように、教員・臨床指導者・
看護師長で話し合い、工夫改善していった。次
に、学習効果を短期間で上げるために、学生が
良い看護実践モデルから学ぶ機会を作る調整を
した。優れた臨床能力を持っているスタッフを
学生の実習に意図的に配置した。そして教員に
は、学生の学習効果が高まるように、学生が具
体的に何を知りたいのかを把握し、明確にスタ
ッフに伝えてほしいとお願いした。さらに、臨
床指導者には、学生・教員・スタッフ・患者の
全体を常に見渡して、その時その場で不足して

いるものは何かを見きわめ、自分のとるべき役
割を判断しながら行動してほしいと伝えた。な
ぜなら、実習指導1年目の教員は、実習記録を
どう指導すればよいかと悩み試行錯誤している
状態だったからである。今の時点で、教員に多
くの役割を要求するのは難しいと思えた。そし
て私は、学生カンファレンスに参加し、看護師
長の立場で捉えた学生への評価を必ずフィード
バックし、学生の意見に対して、実践的な意味
づけができるように助言していった。この状況
を見て、新人教員が何らかの指導の手がかりを
つかんでくれればという思いで関わっていた。

以上のように、大学の実習を受け入れ始めた
時期においては、現実の状況下にふさわしい連
携の仕方を柔軟に創り出していく努力が欠かせ
ない。すなわち、指導連携のための基盤づくり
をするという認識が重要だと実感している。そ
して、「教員・臨床指導者・学生の変化成長を信
じて、見守り支援する」ことが、この時期にお
ける看護師長の役割であると考える。

看護は実践が大事である。看護実践能力は実
践の場で作られるものであり、教員や臨床指導
者の指導能力もまた、それぞれが自分の足りな
いものに気づきながら、実践を通して成長して
いくものである。これは、私がスタッフ育成に
関して、常に基本にしている考え方でもある。
看護師長の「あなたは成長すると信じている。
そのためのフォローは惜しまない。共にやって
いこう。」といったメッセージが一人ひとりに伝
わることがチーム作りの基本だと思っている。
半年経った現在、教員も学生も、確かに少しず
つ進歩している。今後は、さらに、より質の高
い看護を目指して、学生とスタッフが共に考え
探求していけるような実習環境を作っていきた
い。
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大学教員が行う実習施設での研修を素材にして

唐澤由美子
実習指導がよりよく展開されるために行う準

備にはいろいろあるが、多くの大学教員（看護
学助手）が行っている実習施設での研修に着目
して、これを素材に実習施設と大学との連携に
ついて考えてみたい。

2 0 0 2年8月に公立の看護系大学2 9校4 3 5名の
看護学助手を対象に、教員が行っている「実習
施設で行う実習指導前の研修」について実態調
査を行った。その結果では、約8 4％の教員が研
修を実施していた。研修を行う理由は「指導が
始めてであり不安だから」が最も多く、ほかに

「上司の命令」「研修システムがある」が主なも
のだった。一方、研修を行わない教員が約1 5％
おり、その理由は「必要性を感じない」「時間的
余裕がない」「実習場所での看護経験がある」

「現場に迷惑をかけるだけ」などであった。その
結果から研修を行うかどうかは、教員の必要性
の自覚と時間的余裕によって決まってくるよう
に思われた。研修を行う目的には、①実習施設
の概要を理解する②学生が学習できる機会を把
握する③実習施設の人たちとの関係づくりが主
な目的であり、初めて実習指導を行う教員ある
いは実習指導に不慣れな教員が実習施設の人た
ちと顔なじみになって動けるようになるといっ
た実習場所への適応が研修の中心的課題になっ
ているようだった。反面、「指導技術を高める」

「実習場所の人たちの実習・学生への関心の度合
いを知る」「モデルとなる人材を把握する」など
を研修の目的にする教員は少なく、教員の教育
能力を高めることを主な目的とする研修はあま
り行われていないようだった。したがって、研
修の方法も日勤帯（日中）の業務へ参加すると
いう形で、実習に入る1～2か月前から週 1～2

回、スタッフもしくは実習指導者とペアを組ん
でケアを行っている教員が多かった。

これらの結果から、教員は実習前に実習の準

備として実習施設での研修を行っているが、目
的を曖昧なままにして漠然と行い、結果的に現
場に慣れることのみで終わってしまっているの
ではないかと推察された。研修が実習指導に役
立つ効果的なかたちでなされるためには、単に
教員の現場への適応を研修の中心課題におくの
ではなく、教員の教育能力を高めるという目的
を加えて、その目的を達することができるよう
に方法を考えていく必要があるように思われる。
そのためにも、研修のプログラム化、システム
化が必要だろうと考える。それは連携の1つの方
策になると考える。

教員の研修を受け入れる実習施設の人たちは、
教員を受け入れることに慣れていないことで生
ずる摩擦や負担感があるだろう。また、教員が
現場を詳細にみることを評価されていると受け
とめるという誤解が生じるかもしれない。これ
らを乗り越えて、教員が実習施設で行う研修を
実習に役立つものにするためには、実習に関わ
る現場（実習施設）の人たちと教員（大学）と
が実質的に連携することが重要である。研修に
来る教員を怖がっていては始まらない。研修に
来る教員を実習施設の人たちは利用するあるい
は活用するつもりで受け入れる。たとえば研究
について相談をして助言をもらうとか、勉強会
を行うとか、教員のもっている資源を活用する
とよい。教員は施設・設備、人、物に慣れつつ
実習施設の人たちと会話し行動する中で、実習
施設が抱える問題や実習施設の人たちの関心等
を知り現場を理解する。相互に現状がわかって
くるとお互いの強み・弱みをどう活用しどう補
いあうかを調整できる。持ちつ持たれつのg i v e

& takeの発想で教員の実習施設での研修がなさ
れれば、お互いの質が高まりかつ、つながりが
強く深くなるとのではないかと考える。




